
＜クラブ奉仕委員会＞

委 員 長　中村　清嗣

・委員長はじめ委員の方々のご協力ご努力

　によって各委員会活動がスムーズに運営

　されました。

・委員長会議を前期9 月10 日、後期2 月18

　日の例会終了後、事務局に於いて行い、

　年度内に於ける活動方針と実施計画が達

　成出来るよう意見交換を行いました。

＜職業分類・選考・増強委員会＞

　　　　　　　委 員 長　三重野正之

副委員長　市平　　一

・平成26 年5 月20 日に委員会開催。「ロー

　タリーとは」のエレベーター・スピーチ

　を作成。

・入会者は0 名。

・1 0 月1 日に竹山時和元会員が名誉会員に

　決定した。

・11 月13 日に竹山名誉会員と1 月21 日に

　佐竹哲司郎会員が逝去、重山香苗会員が

　3 月 4 日に、東野辰治・桑原　哲会員が6

　月2 5 日に退会した。

＜ロータリー情報・I T 委員会＞

委 員 長　八百　正浩

副委員長　中野　　均

・7 月13 日(土）「今後の奉仕活動に対する

　私の夢」をテーマに大型I M を実施。

・年度初めにホームページの更新を行った。

・理事会メンバー数の削減、インターアク

　トクラブ廃止に伴い、クラブ細則を変更

　し、全会員に最新のものを配布した。

・20 13 年度の最新手続要覧を委員会で購入

　し、全会員に配布した。

・3 月11 日(火)、卓話の時間を利用し、　　

　ロータリー情報に関するインフォメー　

　ションを行なった。

・3 月25 日(火)～27 日(木)の3 日間で「今

　後の奉仕活動の在り方」をテーマに小型

　のIM を実施した。

＜出席委員会＞

委 員 長　城戸八重子

　副委員長　桑原　　哲

・昨年度の年間皆出席者に記念品を贈呈。

・毎例会時に出席報告を行い、連絡の有無

　の報告もさせて頂いたのでメーキャップ

　率が上がりました。皆様に感謝。

・今年度の修正出席率100％達成は22 回で、

　年間皆出席者は2 1 名でした。

＜記録会報委員会＞

委 員 長　咲山　　旭

副委員長　橋本　勝也

　例会毎に記事収集と写真撮影を輪番制に

し、できるだけ正確さを期する為、校正に

努めたが、小さなミスが少しあったものの

遅滞なく発刊できました。委員、会員の皆

様、須賀さんに感謝いたします。

＜親睦活動委員会＞

　 委 員 長　奥野　眞一

副委員長　芝山　秀樹
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・毎月第1 例会にて諸々のお祝いを実施した。

・他クラブ及びお客様を丁重にお迎えした。

・7 月13 日(土)南海グリルにて会員親睦会

　を実施した。

・8 月8 日(金）南海グリルにて阪上会員の

　歓迎会を実施した。

・11 月14 日～15 日、1 泊2 日にて霧島RC

　　との交流会を実施した。

・12月14日(土)ﾎﾃﾙ･ｱｺﾞｰﾗﾘｰｼﾞｪﾝｼｰ堺にて

　　クリスマス家族会を実施した。

・5 月25 日(日)春の家族親睦会として神戸

　方面へバス旅行。

＜雑誌広報委員会＞

委 員 長　林　　勝行

副委員長　今野　利雄

・毎月第2 または第3 例会時に「ロータ　

　リーの友誌」を紹介した。

・3 月 4 日の例会卓話においてインフォ　

　メーションを実施。

＜プログラム委員会＞

委 員 長　戸松　生吉

副委員長　江口　祇董

・会長・副会長・幹事挨拶／2 回

・会長新年挨拶／1 回

・地区協議会報告／2 回

・クラブフォーラム／ 5 回

・インフォメーション／ 3 回

・会員卓話／15 回

・外部卓話／6 回(会員代理3 回含む）

・久保ガバナー公式訪問は10 月8 日

・クラブ協議会／6 回

・理事会／定例理事会1 2 回、次期理事会3

　回、その他　持ち回り理事会 5 回

・例会休会／7 回（内 祝祭日3 回）

・例会変更／4 回

　( 会員親睦会、クリスマス家族会、新春

　合同例会、堺おおいずみRC との合同例会）

・会長の時間にて上松瀬会長に毎回感動の

　お話を聞かせて頂きました。

・皆様のご協力に感謝申し上げます。

＜職業奉仕委員会＞

委 員 長　今野　利雄

副委員長　芝山　秀樹

・9 月1 7 日例会終了後、職業奉仕委員会を

　開催。活動方針に基づいて実施計画を執

　行するための協議。

・1 0 月1 日、例会時に永年にわたり職業奉

　仕に献身的なご尽力をされた遠藤会員　

　に、上松瀬会長から感謝状贈呈。またク

　ラブフォーラムを実施し出席者 2 6 人全

　員から「私の従業員に対する職業奉仕」

　について発表頂いた。

・4 月1 5 日例会終了後、遠藤会員の「不二

　合金㈱」への職場見学を実施。1 1 名参加。

＜社会奉仕委員会＞

委 員 長　藤田　隆生

副委員長　桑原　　哲

・9 月2 0 日／秋の交通安全運動キャンペー

　ンの協力。(中百舌鳥駅前）

・2 月1 日(土）／献血街頭キャンペーンの

　協力。(堺東駅前）

・3 月4 日／春の火災予防運動の協力。

　(中百舌鳥駅前）

・3 月 9 日／陵東館長曽根にてボランティ

　アコンサートを開催。( 稲本元会員追悼）

・4 月4 日／春の交通安全運動の協力。

　(中百舌鳥駅前）

・6 月14 日(土）～15 日(日）／宮古市民

　の森づくり事業( 予定）として宮古市川

　井地区にてブナ植樹350 本(内：堺東RC150

　本)を宮古東RC と行なう。堺東RC から9

　名が参加。

＜青少年奉仕・インターアクト委員会＞

委 員 長　吉澤　逸人

副委員長　遠藤　　登

◎青少年奉仕委員会　

・7/21 ／IAC 年次大会（紀三井寺）にIAC

　と上松瀬会長と遠藤副委員長が参加。　

・7/ 23 ／地区協議会部門別会議には不参加

　であったが、状況報告を行った。　　　
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・9/ 3 ／クラブフォーラムを実施。　　

・2/ 1（土)社会奉仕委員会と共催で献血運

　動に参加。IA C からは生徒3 名、顧問1

　名が参加。

・今年度は地区の方針でライラセミナーは

　開催されなかった。　　　　　　　　　

◎インターアクトクラブ　

・7/21(日)IAC 年次大会が開催された　　

　（紀三井寺）　　　　　　　　　

・8/20(火)障がい者ボランティアに参加　

　（松原ワークセンター）　　　

・9/8（日)RI第2640 地区I.A.C. 国際交流

　会（桃山学院大学）　　

・9/17(火)堺東ロータリークラブ訪問

・9/21(土)献血運動キャンペーン（南海高

　野線堺東駅前）　　　　　　

・10/5(土)金岡公園清掃活動（金岡公園）

・11/30(土)RI第2640地区I.A.C. 委員・

　顧問会議（難波）　　　　　

・2/1(土)献血運動キャンパーン（南海高

　野線堺東駅前）　　　　　

・2/16(日) RI第2640地区I.A.C. 三者交

　流会（羽衣学園）

・3/3 1　香ヶ丘リベルテ高校の一方的な都

　合により廃部となり、IAC は解散となった。

＜国際奉仕委員会＞

委 員 長　橋本　勝也

副委員長　北野　喜三

・ 地区協議会(2013 年5 月19 日）に参加　

　し、クラブ例会(2013 年 7 月23 日）にて

　報告した。

・社会奉仕委員会の識字率向上運動の協力

　金(85,993 円）を理事会承認のもと地区

　には送金せず、N P O 法人エスペランサが

　支援しているギニアビサウのソナック　

　小・中学校の生徒に筆記用具を送付。

・フィリピン台風災害義援金としてガバナー

　会事務局を通じ50,000 円を送金した。

・大阪府立大学での「留学生日本語弁論大

　会」を支援した。

・本年度もギニアビサウのソナックの小、

　中学生に里親として学資支援を行った。

　中学生／クラブ1 名・会員3 名

　奨学生／会員11 名、事務局1 名

　合計、生徒17 名

・2014 年 2 月4 日、世界理解月間にイン　

　フォメーションを行った。

　適宜、委員長報告又は週報にて国際奉仕

　に関する情報をアナウンスした。

＜ロータリー財団委員会＞

委 員 長　中野　　均

　　　　　　　　　副委員長　城戸八重子

・リヴィウ・ラトーシャR C のマッチング

　グラントに対し各会員様から寄付金を頂

　き、400 0 ドルを送金しました。各会員

　様からの寄付金額についてはロータリー

　財団特別寄付として申請( 送金）させて

　頂きました。平成25 年12 月 17 日にリ

　ヴィウ州立病院に対し、贈呈式及び記念

　式典が行われました。

・1 1 月ロータリー財団月間に財団学友の川

　口薫さんの「マンチェスターでの 1 年」

　について卓話をして頂きました。

・今期の活動は上半期で無事終了しました。

・平成26 年3 月18 日に財団学友川口さん

　がお世話になったホストロータリアンの

　キース氏夫妻（マンチェスター・チョー

　ルトンR C )が当クラブ例会に出席されま

　した。

・財団学友の田原希美さんが平成2 6 年4　

　月2 9 日に4 年間勉学したオーストリア・

　グラーツ国立音楽大学を修了し帰国しま

　したので帰国報告をしてもらいました。

＜米山奨学会委員会＞

委 員 長　佐々木伸二

副委員長　東野　辰治

・10 月15 日例会にてインフォメーションを

　実施。その後、米山奨学会より取り寄せ

　たDV D の一部を上映いたしました。

・寄付実績は165,000 円（一人平均/5,156

　円／上半期3 2 名）。これは今年度は理事

　会決定により普通寄付(年間一人6,000



　円）を集金しなかったため特別寄付のみ

　の集金でした。

・米山記念館の寄付(一人当たり10 0 円）　

　は例年通り（6 年前から）行ないました。

＜ＳＡＡ委員会＞

委 員 長　市平　　一

・S A A の席は奥に設け、会場全体を把握す

　るようにした。

・司会、ニコニコ箱の発表は交代制で、順

　番に進行しました。

・毎回の標準食を2 0 食とし、あとはリク

　エストを聞くようにした。

・今年のガバナー訪問は、S A A の進行にて

　ガバナーと会員との討論会とした。

・会場内卓話の表示はパソコン文字を活用

　した。

・ニコニコ箱の収入は目標の1 3 0 万円をク

　リアーして、1,691,000 円となっており

　ます。

・以上、会員皆様のご協力のもと、当初の

　計画通りに進行しました。

＜会計＞

寺山　武夫

・毎月理事会前に収入・支出の調査を行い

　理事会に報告。

・毎月の収入・支出の帳簿及び伝票の調査

　を行った。

・各委員会の協力により、予算通りの決算

　を行うことができました。
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